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解答または解答例等及び出題意図 
 
 

化学 
 

・一義的な解答例等を示すことが適切でない問題については、出題意図のみを示しており、解答
例等を示したとしてもあくまでも１つの解答例であり、これに限りません。  
・「解答又は解答例等及び出題意図」についての質問および問い合わせには対応いたしません。 
 

＊＊＊ 
 
問題１ 
【出題意図】 
無機化学の基礎知識を確認することを意図して、鉄の精錬と結晶構造に関する標準的な

問題を出題した。鉄の精錬では、鉄鉱石の還元や不純物除去を含めたプロセスの理解度と
物質量の計算力について問うた。鉄の結晶構造については、原子半径と単位格子の長さの
関係の導出や密度の計算を通じて、基礎事項の習熟度を評価した。 
 
問題２ 
【出題意図】 
有機化学の基礎知識の理解度を確認するために、酸・塩基性や化学反応性の違いに加え、異

性体（シクロアルカン）の考え方や、基本的な合成反応（アルケン）について問うた。選択問
題、記述による説明ならびに化学反応式による解答を求めた。 
 
 

以上 


